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１．研究計画の概要 
 近年増加傾向にある性犯罪は、凶悪化や複

雑化が進んでいる。特に加害者が複数いる性

犯罪などでは、その中から実際の容疑者を特

定する為に、より短時間で正確性の高い結果

を得ることができる物体検査が要求される。 

 本研究においては、性犯罪試料をはじめと

した男女混合試料を中心に、そこに関与す

る個人を特定することを目的とし、法医学

的個人識別への応用の可能性について検討

している。 

(1) レーザーマイクロダイゼクション・シス
テムを用いたDNA回収法の確立 

 ボランティアから提供された膣液に、２

～３名分の精液を混合し、試料を作製する。

レーザーマイクロダイゼクション・システ

ムを用いて単独回収した精子からDNAを抽

出、mitochondrial DNA (mtDNA)の高多型

領域の塩基配列解析を行なう。対象試料か

らの解析結果と比較することで、単独回収

した精子から得られたDNAが個人を識別す

るだけの有用性をもち得るか否かを検討

する。また、 

① 標本染色法が与える影響 

② 回収DNA量とその質が、DNA抽出および

PCR増幅に与える影響 

を中心に、本システムの有効性を検討する。 

 

(2) 様々な混合試料からの個人識別の可能
性の検討 

上記混合試料に加え、唾液などの体液

混合試料について、本システムおよび、

mtDNA高多型領域の有用性を評価する。 
 
 
２．研究の進捗状況 
(1) DNA回収法の確立 
一般に、複数の人物に由来する DNA が混在

している場合には、mtDNA 高多型領域のう

ち、個人により異なる塩基配列部位でピー

クが重複し、各ピークがどの人物に由来す

るかを調査しなければならない。それに対

し、本システムにより単離した精子からは、

個々の sequence 配列の解析が可能であり、

さらに対照試料からの結果と照合すること

で、各精子が由来する人物の特定が可能で

あった。 

 本システムは、DNA検査の対象を精子等の

細胞単位まで縮小することが可能であり、

検査に必要なDNA量の回収が可能であった。 
 
(2) 既存試料における検討 
(1)での回収法確立は人為的に作製した新

鮮試料であり、実際の法医学実務における

試料とは、大きく異なる。そこで、精子の

存在が確認されている膣内容液の既存試料

から同様に精子を単離採取し、精子からの

DNA sequence解析を試みた結果、成功した．

実務を想定した陳旧試料に対しても本法は

応用可能であった。 

 

(3) 唾液混合試料による検討 
性犯罪において、被害者には加害者の体液

が付着している場合が多い。精液以外の体
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液としては、唾液や汗といったものが挙げ

られる。 

 皮膚に第三者の唾液を付着させ、乾燥後

にその部位の擦過試料を回収する。この試

料内には、被検者の皮膚の脱落細胞および

別人物の唾液内の口腔粘膜細胞が混合し

ている。本システムを用いて口腔粘膜に由

来する細胞だけを単独で回収し mtDNA 高

多型領域を解析することで、唾液が由来す

る人物を特定することが可能であった。 
 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
 現在までに、レーザーマイクロダイゼク
ション・システムを用いた細胞単位でのDNA
回収法および塩基配列解析法については、
多くの試料において有用性を認めている。
特に、複数存在する関係者の中から、試料
の由来者を正確に判断できる可能性が示唆
されており、正確でかつ迅速な検査結果を
要する犯罪捜査等において、関係者の DNA
型の違いが判然とし、事件の早期解決に役
立つと思われる。 
 しかしその一方で、研究対象の検体数増

加に伴い、DNA型が検出不可能となる例も多

く認められている。本法は顕微鏡下で精子

を回収するため、背景にある液状成分が含

まれることはやむを得ない。しかしこの液

体中には膣内や精液中の脱落成分に由来す

るDNAが含まれている可能性もあり、これに

よりDNA型の検出が困難になっているとも

考えられる。液体成分中に含まれるmtDNAの

存在の証明や、それらの脱落DNAを確実に除

去する方法について、混合試料の洗浄など

についても検討する必要があるだろう。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 実際の犯罪資料は汚染や陳旧程度など、
様々な環境下で保存されていたものが対象
となる．様々な環境に伴う試料への詳細な
対応策を検討する必要は残されているもの
の、本法は正確かつ迅速な検査結果を求め
られる犯罪捜査において役立つことが、現
在までに示唆されている。 
 各 DNA の回収については、多くの方法が
報告されているが、その中で本法は細胞単
位でのDNA 回収が可能であるため、複数の
人物から容疑者を特定するには、最適であ
ると言える。性犯罪における DNA 検出法の
スタンダードの手法として、その地位を確
立していきたい。 
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